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宮崎県内の取組事例を紹介します。

農業（ＤＸ取組事例）

（1）センシング技術を活用した送り状発行等の自動化実装事業

事業者：株式会社くしまアオイファーム（宮崎県串間市）
立ち位置：ユーザー

取組概要：
さつまいもの出荷作業にて現在、事務所で行っている送り状の発行作業を出荷
場で各配送業者に商品を引き渡す出荷ドックで行うことにより、発行等を行う
事務スタッフと集荷・発送を担う出荷スタッフの工数削減を行い、業務の効率
化を図る。

〈主な取組〉
①出荷ドックに送り状の発行機器を設置。
②ハンディで出荷登録をすると同時に送り状が発行されるシステムを構築。

取組を始めた背景：
出荷作業の工程でダンボール側面にあるQRコードをハンディで読み取り、
出荷登録（検品）をして送り状を貼付して運送業者に引き渡しているが、
送り状は出荷場と離れた事務所の事務スタッフが発行しており、出荷場ま
で持って行く必要がある。また、まとめて出荷場に持って行くため、送り
状を貼付するときに束から該当する送り状を探す手間がかかっており、貼
り間違いや紛失などが問題になっている。

効果（成果）と今後の課題：
【効果（成果）】
出荷ドックに送り状の発行機器を設置し、ハンディで出荷登録をすると同
時に送り状が発行されるシステムを構築した。都度送り状を発行し、貼付
することで、探す手間を省け、貼り間違いや紛失などのリスク回避にもつ
ながっている。また、事務所のスタッフが事務所で送り状を発行し、出荷
場の出荷ドックまで持ってくるという手間も省くことが出来るため、業務
の効率化につながっている。

【今後の課題】
導入直後のため運用に慣れていないことと、計画時より個口数が多いため
目標より削減時間が少なくなっているが、個口当たりでは作業時間が削減
されており、今後運用手順をブラッシュアップすることで目標を達成する
見込みである。
また、出荷ドックでの遅延がなくなることで出荷作業全体の作業効率化を
図ることが期待され、今秋の繁忙期には人員を増員することなく業務を遂
行することを見込んでいる。

センシング技術を活用して出荷登録と同時に送り状を自動発行するシステム
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